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☆数え上げの大鉄則 （2）-でもなく～でもない .
→ もしなくダブリなく . →具体的な三角形の形状がないので、
そのために場合分けを工夫する！ ベン図で余事象で考えるのが

良さそう.（考え方の）
い） 直角がどこにあるかによって場合分け →でも意外と二等辺と直角が多い
すれば、もしなくダブリなく数えられる. ので、 そうじゃない三角形を地道に
（2つの角が直角になることはないので） 考えてもよさそう.（考え方が
例えば角A.が直角となるような
直角三角形の個数は

考え済み！
𩷛乚

!

瑋辺

直角三角形は（1）で

はただ.

i.馦
鷹△ A As A7 二等辺三角形もい）と

同様に、 頂角の位置で分ければ、
もしなくダブリなく数えられる.で 3 個 . よって直角三角形は合計で （正三角形になることはないので）

3×8=24個ーチ"ある。 '

↳∼なぜ注意が必要？



例えば角Aiが頂角となるような 以上より、求める個数は
二等辺三角形の個数は、

As A、 8（3-_- （24+24-8）=16興、
△ At A2As 全ての三角形の個数
△ A .A s A7

"!

城（前

｛△A.
At A6 24日○が

24で 3 個 . よって二等辺三角形は合計で
3 × 8 =24個である。

最後にダブり部分
騑..鏜...

!

菊鸝....
割..............、，、
消す

A . を含む、 二等辺でも直角でもない
直角二等辺三角形の 三角形の個数を数えて、 x 8 し て
個数を調べる。例えば ÷ 3 す る 空ての点の分
角Aiが直角となる な頂点でカウントされるので
直角二等辺三角形の個数は 例えば、 AIを通る.二等辺三角形でも
△ A、AsA7で 1個。 よって合計で 直角三角形でもない三角形の個数は、
1 × 8 = 8個である。



でもダブリがある。
△ AtA z A y

なるべく
→ どれくらいダブるか？

△ A、A2An 数え上げ！ → できた四角形から作れる直角三角形
ー ー

△ A、As A 4 の 個 数 學

順序感蹯
した

。 が
n.磠2

△ A i As As
△ A、A6An

の 6個。

Af，
甤\※痧

例 え ば O AtA zAsA。を
△ At A 6 A s 考えたときに、

これは直角三角形

よって求める個数は △AtA 2 A b e .

Hmm
m.作
がい

△ A2As A6 なるので、 4 回
（3） まずは設定を理解すること . し

各直角三角形（い）で考えた）に対して、
4点目の候補はここある。
（どの点でもけ）を満たす）



必ず4つか？
→三つのケースもある. 𤭖 （りで考えた各直角三角形

について、4点目のとり方は5通りある。
そのうち、

① 直角三角形を4つ作れるような四角形

では例
えば直
𩷛形！
藩！？|

みる . ができるような点の選び方は1邀
A） の直角三角形を2つ作れるような四角形四角形を作る4点目 ができるような点の選び方は4興の候補は 5 つ .

→ これでダブリを除くことができる。 P
/A3
→'98

2つの直角三角形を作れる どんな直三でも同じ
（実験すると

A 4 → 2 " よって求める四角形の個数は 見えてくる）

A6 → 4 " 2 4 × I ÷ 4 +24×言÷参 5，興，
A7 → 2 . . 万前リ|
As → 2 "


